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小児患者保護者に対する髄蝕活動性試験導入の

試み

○弘野美紀、奥猛志、井形紀子、切手英理子、

　大内山晶子、増山結、坂口知穂、新穂知子、

　久保麻美子

（医療法人　おく小児矯正歯科）

【目的】

　麟蝕は多因子疾患であるため、各要因を総合的に評

価し、保健指導を行うことが離蝕予防に有効である。

当院では、患児の齢蝕活動性試験を行い、個々のリス

クに応じた保健指導を行っている。

　一方、小児の齢蝕減少のためには、ミュータンス連

鎖球菌の定着時期を遅らせるなど、養育者への知識啓

発が必要である。保護者が自分自身の口腔内環境を把

握することは、子どもの麟蝕予防に繋がる。そこで、

今回、患児のみでなく保護者に対する齢蝕活動性試験

の導入を試みた。

【対象と方法】

　対象は平成24年5月から7月まで、当院での齢蝕活動

性試験を行った患児152名（1歳～ll歳、平均6．6歳）な

らびにその保護者（母親もしくは両親）である．

　離蝕活動性試験は、ステファナリシスを用いた。ス

テファナリシスは、安静時唾液pH（ORAL　pH

TEST）、カリオスタット値、唾液緩衝能（シーエーテ

ィー21パフ）、飲食の回数、年齢、フッ化物の使用状

況の6つのリスク因子から、擬似的ステファンカーブを

作成し、脱灰時間の割合を算出する鵬蝕予防管理ソフ

トである。

　患児へ繭蝕活動性試験を行う際、保護者に対して、

主旨を説明し、保護者自身の翻蝕活動性試験を行うこ

とを勧めた。

【結果】

1．離蝕活動性試験を行った小児

　齢蝕活動施試験を行ったのは、1歳児46名、2歳児22

名、3歳児22名、4歳以上62名、合計152名であった。

2．麟蝕活動性試験を行った保護者

保護者が麟蝕活動施試験を行ったのは、1歳児20名

（43．5％）、2歳児8名（36．4％）、3歳児3名（13．6％）、

4歳以上2名（3．2％）、合計33名（21．7％）であったv
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【考察】

　輻蝕活動性試験を受けた保護者は、鵬蝕活動性検査

を行った小児の21．7であった。年齢別では、1歳児43．5％、

2歳児36．4％、3歳児13．6％、4歳以上3．2％であり、低年

齢ほど、保護者が齪蝕活動性試験を行う頻度が高かっ

た。ミュータンス連鎖球菌の母子伝播等について啓発

するために、低年齢児保護者への本検査の導入は有効

と考えられる。

　また、保護者の中には6名の妊婦が含まれていた。妊

婦に対しては、生まれてくる子どもの頗蝕予防だけで

なく、低出生体重児と妊婦の歯周病との関係について

も指導を行い、健やかな出産支援を行った。

　今後は、妊婦を含めた保護者への保健指導システム

を構築していきたい。
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